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石狩新港会場

石狩新港会場（北海道大学チーム）

海のクリーンアップ大作戦！2022開催報告
生活協同組合コープさっぽろ 組織本部長補佐　鈴木 昭徳

　プラスチックごみ問題や気候変動問題、諸外国の廃
棄物輸入規制に対応するために、プラスチック資源は
国内での循環が求められています。
　生活協同組合コープさっぽろ（以下、コープさっ
ぽろ）が事務局を務める北海道 SDGs 推進プラット
フォームの主催で、今年６月15日と18日に全道一斉
の海岸清掃活動「Hokkaido 海のクリーンアップ大作
戦！ 2022」が開催されました。これは同プラットフ
ォームの進める「マイボトルエコアクション」の取り
組みの一つです。
　コープさっぽろの組合員活動「マイボトル運動」か
ら始まった「マイボトルエコアクション」はマイボト
ルを持つ、ペットボトルを適切にリサイクルする、海
や川などの清掃活動をすることを３つの取り組み方針
としています。コープさっぽろでは店舗の純水供給機
のマイボトル対応や、ペットボトル回収機を設置して

ボトル to ボトルのリサイクルを実現しています。
　昨年の10月20日と23日に初めての海岸清掃をコー
プさっぽろの店長と宅配センター長が各会場の責任者
となり、取引先企業、組合員、自治体など多くの方と
ともに実施しました。このときは全道44会場で2,841
人の参加がありました。
　今年度は早い時期からご案内ができたこと、30名が
集まった場合には無料で送迎バスを用意するなど、教
育機関や団体での参加を促しました。開催当日は天候
にも恵まれて、全道51会場で209団体8,372人の参加
がありました。手配したバスは158台になります。
　参加者からは実際に海岸清掃をすることで、日々の
生活の見直しにつながったなど好意的な感想が多数寄
せられました。今後もコープさっぽろは合言葉である
「つなぐ」を意識して、北海道における SDGs 推進を
推進いたします。

Hokkaido

晩成温泉キャンプ場

2022年８月号　No.188

北海道生活協同組合連合会
〒003‐0803�札幌市白石区菊水３条４丁目1‐3

� こくみん共済ｃｏｏｐ北海道会館内

ＴＥＬ�011‐841‐8601　ＦＡＸ�011‐841‐8605

ＵＲＬ：http://www.doren.coop



各構成団体役員と土屋副知事との記念撮影

クレジット：©UNICEFUN0619564Korta

＊新任　◎副理事長　○常務理事　□常勤理事　（敬称略） 2022.7.1現在

会　員　名 理事長名 専務理事名

コ ー プ さ っ ぽ ろ 大見　英明
岩藤　正和

〇米内　　徹
＊○小松　　均

生 活 ク ラ ブ 山﨑　栄子 高階　洋介

北海道勤労者住宅 ＊高倉　　司 柴野　一彦
□川俣　忠彦

北海道労働者共済 大出　彰良 佐藤　敏行

北 海 道 医 療 ＊根本　武志 ＊□熊谷　　雪

さっぽろ高齢者福祉 小松　徹人
柿原　尚美

＊□乾　　剛師
＊□加藤　　彰

あ さ ひ か わ 福 祉 萩原　信宏

倉島　　正
○古屋　　薫
○柴山　祐子
○吉岡　正徳

北 海 道 電 力 佐々木邦彦 古川　　崇

北 海 道 学 校 木下　真一 ＊五十嵐泰浩

会　員　名 理事長名 専務理事名

上 川 地 区 学 校 門馬　秀隆 　○吉越　友子

網 走 四 地 区 学 校 萩野谷　剛 ＊〇水嶋慎一郎

大学生活協同組合連合会
北海道事業連合

小助川　誠
（運営委員長） ○須田　正樹

北 海 道 大 学 坂爪　浩史 小助川　誠

北 海 学 園 佐藤　　信 西野　裕司

酪 農 学 園 吉田　　磨 ＊佐藤　竜一

北 星 学 園 ＊片岡　　徹 浦瀧　誠二

札 幌 学 院 大 学 平澤　亨輔 菅沼　秀也

北 海 道 教 育 大 学 角　　一典 曽根　　聡

室 蘭 工 業 大 学 河合　秀樹 鶴田祐己子

帯 広 畜 産 大 学 渡邊　芳之 伊藤　孝英

北 見 工 業 大 学 白川　龍生 田端　一徳

2022年度　会員生協役員変更のお知らせ

協同組合ネット北海道 定期総会が開催されました

ウクライナ緊急募金のご協力ありがとうございました

　令和４年７月４日にホテルモントレーエーデルホ
フにて３年ぶりの実開催として協同組合ネット北海道
の定期総会が開催され、第１号議案2021年度事業報
告、第２号議案2022年度事業計画（案）、第３号議案
役員の改選が承認されました。また定期総会前には第
100回国際協同組合デー記念中央集会にオンラインで
各団体の役員も参加し、協同組合のアイデンティティ
についての感想・交流等が行われました。定期総会閉
会挨拶では当会の麻田会長理事より、「協同組合の理
念を共有する組織の一層の発展が重要であり、「協同
組合ネット北海道」が連携活動のプラットフォームと

　昨今のロシア VS ウクライナ戦争を目の当たりにし
て、思いもしなかった戦争の現実に心を痛めている人
も少なくないものと思います。会員生協の皆様にお願
いさせていただきました、ウクライナの子どもたちの
命を守るための、「ウクライナ緊急募金（unicef 募金）」
への取り組み（６月末日集約）で、会員生協様より
252,036円が北海道ユニセフ協会へ送金されました。
会員生協様及び組合員様からの心温まるご支援を頂戴
いたしましたことに、厚く御礼申し上げます。

して機能し、北海道の発展につながっていくことを期
待します」と述べられ、会は閉会いたしました。
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